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研究成果概要 
 2025年1月7日(火)、8日(水)、研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙 2024」（"The extreme Universe 

viewed in very-high-energy gamma rays 2024"）を開催した。2018年10月、Cherenkov Telescope Array (CTA) 

計画の北サイトのカナリー諸島ラパルマに大口径望遠鏡初号基が完成し、約1年間の試運転期間の後、2019年11月

にかに星雲、翌年1-2月には、かにパルサーからのガンマ線の信号検出にも成功した。現在も順調に、活動銀河核

（赤方偏移~1のFSRQも含む）、銀河中心領域、ゲミンガパルサー、再帰新星RS OphiuchiなどからのTeVγ線の検出

に成功し、運用を進めている。現在、大口径望遠鏡2-4号基が建設中で2025年度には完成予定であり、4台でのステ

レオ観測の開始を目指している。 

 今回から東京大学次世代ニュートリノ科学・マルチメッセンジャー天文学連携研究機構（NNSO）との共催研究会

として開催し、さらに、2023年度から基盤研究（S）(2023年度-2027年度)「CTA大口径ガンマ線望遠鏡で解き明か

す高エネルギー激動宇宙と暗黒物質」が始動していることから、今後のCTA 時代を見据えて、多波長電磁波・高エ

ネルギーニュートリノ・重力波観測との連携を深め、CTAのマルチメッセンジャー天文学の戦略を議論するための

研究会としても開催した。 

 この研究会は2022年度から対面を主としたハイブリッド形式で研究会を開催しており、この形式を採用して3回

目の開催となった。また、CTAO-Japanによって2009年度(2010年1月）から主催されてきた研究会は、今年度で16回

目となった。講演題⽬と講演者（所属）、講演スライドは以下の URL にて公開している（一部非公開）。 

 https://indico.icrr.u-tokyo.ac.jp/e/workshopCTAJ2024 

 講演数は17件（うち1件はオンライン講演）で、講演は英語で⾏われた。登録者数は80名（講演者も含む）で 、

2日間とも現地参加者45名とオンライン参加を合わせて約50名が参加した。8つのセッションで、TeVからPeV領域の

ガンマ線天文学、加速器による暗黒物質の探査の現状、3つのX線天文衛星による最新の観測結果（Einstein 

Probe、XRISM、IXPE）、JWSTの深宇宙探査で発見されているlittle red dotsと銀河中心ブラックホール形成との

関連、パルサー星雲からの高エネルギーニュートリノ放射、パルサーやガンマ線バーストからの高エネルギーガン

マ線放射、活動銀河核とジェットのVLBI（超長基線電波干渉計）による電波と高エネルギーガンマ線の同時観測の

レビューとブラックホール磁気圏の物理に迫るための多波長の新観測提案、CTA0 大口径ガンマ線望遠鏡1号機によ

る活動銀河核観測の現状、高エネルギーニュートリノ観測による銀河系内拡散成分、超高エネルギー宇宙線による

銀河間物質への影響、爆発的星形成銀河の高エネルギーガンマ線の放射起源など幅広い分野のトピックで、国内外

のさまざまな分野の研究者の間で活発な議論が行われた。また、MAGICとCTA0 大口径ガンマ線望遠鏡1号機の観測

提案の現状と今後のスケジュールが紹介された。      
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